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社会福祉学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

医療的ケア 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
介護を必要とする⼈々が、出来る限り住み慣れた地域で、⾃分らしい暮らしを⼈⽣の最期まで続けられることは、⼈間の尊厳と⾃⽴を

⽀えるためにも重要なことである。⽇常⽣活のなかでも⽣命維持の危機に直結する「喀痰吸引」、「経管栄養」という重要なケアが介護
福祉⼠の業務と位置づけられたことは、医療的ニーズを抱えながら、住み慣れた地域で暮らす⼈々の⽣活に豊かさに⼤きく貢献できるも
のである。医療的ケアを安全かつ適切に実施するために、解剖⽣理学的な基礎知識から、実施の際の健康状態の把握、感染予防や清潔保
持の留意点や緊急時の対応などの実践的な知識や、⼿順・技術の修得を目指している。

授業の目的
・解剖⽣理の基礎知識を理解する。
・健康状態の把握と急変状態について理解する。
・感染予防と清潔保持について理解する。
・喀痰吸引の基礎知識・実施⼿順を理解する。
・経管栄養の基礎知識・実施⼿順を理解する。

学習目標
・健康状態の把握と急変時の対応ができる。
・清潔保持と感染予防を実施できる。
・解剖⽣理と清潔操作に基づく喀痰吸引を理解し実施できる。
・解剖⽣理と清潔操作に基づく経管栄養を理解し実施できる。

授業計画

担当教員名
⽩野 絹⼦

対象学年 3 対象学科 社会（介護福祉コース必修）

開講時期 前期 必修・選択 選択

単位数 4 時間数 60

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

１ ⼈間と社会 講義 ⽩野 絹⼦

２ 保健医療制度とチーム医療 講義・グループ学習 ⽩野 絹⼦

３ 保健医療制度とチーム医療、安全な療養⽣活 講義・グループ学習 ⽩野 絹⼦

４ 安全な療養⽣活 講義・グループ学習 ⽩野 絹⼦

５ 安全な療養⽣活 グループ学習 ⽩野 絹⼦

６ 清潔保持と感染予防 講義 ⽩野 絹⼦

７ 清潔保持と感染予防実施⼿順 グループ学習 ⽩野 絹⼦

８ 健康状態の把握 講義 ⽩野 絹⼦

９ 健康状態の把握実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

10 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引概論 講義 ⽩野 絹⼦

11 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 演習 ⽩野 絹⼦

12 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

13 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

14 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

15 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

16 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

17 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

18 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

19 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

20 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦



使⽤図書

評価⽅法
レポート 記述試験 実技試験

履修上の留意点

オフィスアワー・連絡先 
shirono@nuhw.ac.jp

21 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

22 ⾼齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

23 ⾼齢者及び障害児・者の経管栄養概論 講義 ⽩野 絹⼦

24 ⾼齢者及び障害児・者の経管栄養概論 講義 ⽩野 絹⼦

25 ⾼齢者及び障害児・者の経管栄養実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

26 ⾼齢者及び障害児・者の経管栄養実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

27 ⾼齢者及び障害児・者の経管栄養実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

28 ⾼齢者及び障害児・者の経管栄養実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

29 ⾼齢者及び障害児・者の経管栄養実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

30 ⾼齢者及び障害児・者の経管栄養実施⼿順 グループ演習 ⽩野 絹⼦

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 医療的ケア 川井太加⼦ メヂカルフレンド社 2014年 2,800円＋税

参考書

その他の資料 図解からだのしくみ⼤全 伊藤善也 永岡書店 2012年 1,500円＋税


